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ฏ 23 年６月
経営企画෦内に企業支援ࣨを設置。

ฏ 26 年６月
期中管理෦を創設し、企業支援ࣨを企業
支援課に組৫変ߋ。

ฏ 28 年４月
本ళ営業෦、দ支ళ、প支ళの各
経営相ஊ課に経営支援チーϜを設置。

ฏ 3� 年４月
期中管理෦を経営支援෦に໊শ変ߋ。

ฏ 31 年４月
企業୲当制をಋ入。

令和２年４月
企業支援課をαςライト方ࣜにて、দ
とপの྆支ళ内に設置。

令和３年４月
経営相ஊ課を企業支援課に౷合し、本
ళ、দ支ళ、প支ళ内に総合相ஊ
ηンターを設置。

令和４年４月
コロナ対策チーϜを企業支援課内に設
置。

　これらの組৫変ߋと職員拡ॆにより、令和４
年４月現ࡏ、経営支援෦ �2 ໊のମ制で経営支
援を行っている。
　企業୲当制を࢝めた令和元年度は �7�� 企
業、令和２年度は 28�� 企業、令和３年度は
 33�� 企業を対に、地域金融機関や中小企
業支援機関と連携して、経営改善支援や事業再
ੜ支援に取り組んだ。

��̍ɽ͡Ίʹ

　੩Ԭ県信用保証協会（以下、ʮ当協会ʯという。）
では令和３年度から信用保証協会も応ืՄと
なったʮ中小企業知ࡒ経営支援金融機活用促
進事業ʯ（以下、ʮ知ࡒ金融促進事業ʯという。）
にͮجき、地域金融機関とともに中小企業・小
事業者（以下、ʮ中小企業者等ʯという。）ن
支援に取り組んでいる。
　知ࡒ金融促進事業は特許ிが実施する取り組
みであり、中小企業者等の知的ࡒ産を踏まえた
事業性ධ価や課題解決策をまとめたʮ知ࡒϏδ
ωスධ価書・ఏ案書ʯを金融機関等へఏڙし、
知ࡒ活用への気ͮきを༩えるとともに取引先企
業への本業支援を促すものである。
　当協会の経営支援の取り組みと令和４年４月
に連携協定をక結したಠ立行๏ਓ業所༗ݖ
情報・ݚमؗ੩Ԭ県知ࡒ総合支援૭ޱ（以下、

ʮ知ࡒ総合支援૭ޱʯという。）との取り組みと
ともに、知ࡒをりޱとした経営支援の事ྫを
紹介する。

��ɽ協会ͷܦӦࢧԉͷऔΓΈʹ͍ͭͯ

ʢ̍ʣ協会ͷܦӦࢧԉମ੍ͷԊֵͱ֓ཁ

ฏ 18 年４月
経営企画෦内に企業支援୲当者を置
し、経営支援の取り組み開࢝。

ۚࡒ༥ଅਐۀࣄのల։

ถ ࢁ ຬ 　　　　　　 ੩Ԭݝ信用保証協会
 　　　　　　　　 ԉ部　副部長ࢧӦܦ

ΟζίϩφɺΞϑλʔίϩφʹ͚ͨ信用保証協会ͷଟ༷ͳऔΓΈಛ ू
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支援に取り組む企業୲当制をෑいている。୲当
者は、経営者とܧ続的な対話を通じて企業の経
営課題等を確認し、経営課題に応じて地域金融
機関や中小企業支援機関と連携して、ૣ期の経
営改善支援にܨげている。
　中小企業断࢜等の֎෦専Ոによる経営
断や経営改善計画の策定支援等のඅ用の一෦を
当協会でෛ୲し、֎෦専Ոを取引先企業に
。しているݣ
　令和３年度は、12� 企業に対して専Ոݣ
を実施し、経営改善を促した。

ʢ̏ʣ͜Ε·ͰͷܦӦࢧԉͰ͍ͨͮؾ՝
　取引先企業の経営課題解決のためには、中小
企業断࢜等の֎෦専Ոによる経営断や経
営改善計画の策定支援等を行うことが効果的で
あるが、経営支援先に多い業のٕज़、ϊウ
ϋウ、特許等の知的ࡒ産に対する理解が当協会
としてෆेで、これらにண目した支援ができ
ていない、もっとこれらにண目して支援の෯を
。えていたߟげたいと

　令和４年度は 27�� 企業の経営改善支援に取
り組む計画となっている。

ʢ̎ʣࡏݱͷܦӦࢧԉͷऔΓΈ
　令和３年度から中小企業者等の経営課題によ
り一دりఴった相ஊମ制とするため、ʮ総合
相ஊηンターʯを੩Ԭ・দ・পの本支ళに
開設し、相ஊ業務の拡ॆをਤっている。
　また、対໘での相ஊ対応に加え、ϑリーμイ
ϠルやϗーϜϖーδを活用した8FC 相ஊϑΥー
Ϝを設け、ඇ対໘での相ஊ・໘ஊڥも備し
ている。

ʲྩ̏ʳ૯合૬ஊηϯλʔͷ૬ஊ࣮

来ళ 電話 8FC 合計
中෦ ２件 1�1 件 31 件 13� 件
෦ 16 件 12� 件 21 件 166 件
東෦ ̓件 �6 件 13 件 116 件
合計 25 件 326 件 65 件 �16 件

　当協会では、経営改善が見ࠐまれる返済緩和
企業に対し、ܧ続的に経営状況をѲし、改善
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専Ոݣϝχϡー ֓　　　　　要 企業
ᶃ ワンϙイント断 企業が๊える特定の経営課題の解決を支援 66 企業

ᶄ 計画策定支援 -JHIU 特定の課題を解決するアクγϣンプランの࡞をओ؟とした
簡ૉな経営改善計画の策定支援 32 企業

ᶅ 経営改善断 企業が๊えるさまざまな経営課題の解決を支援 27 企業
ᶆ 経営改善計画策定支援 経営改善計画の策定支援 25 企業

ᶇ ϑΥローアップ断 ա去にʮ経営改善断ʯʮ経営改善計画策定支援ʯを実施した
企業のϑΥローアップ支援 27 企業

˞ ᶃとᶄは 27 企業、ᶅとᶆは 21 企業重ෳあり。

ʲྩ̏ʳઐՈ࣮ݣ
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事業性ධ価（現状・ক来性のѲ）等に加え、
課題解決に向けた۩ମ的なアクγϣン等をห理
等がఏ案するもので、地域金融機関が経営支࢜
援や融資等に活用できる。

金融機関には対応できるਓ材がしい合がগ
なくない。地域金融機関は自ら知ࡒ情報をੳ
することなく、取引先企業の事業理解や融資等
に活用することができる点は大きなϝリットで
ある。
ᶄ　知ࡒϏδωスఏ案書
　知ࡒϏδωスධ価書でまとめた取引先企業の

��ɽۚࡒ༥ଅਐۀࣄʹ͍ͭͯ

ʢ̍ʣۚࡒ༥ଅਐۀࣄͷ֓ཁ
　知ࡒ金融促進事業とは地域金融機関が取引先
企業の༗する知的ࡒ産にண目し、事業や経営の
支援を行うものである。地域金融機関は事業の
ར用によって、知ࡒ専Ոによりまとめられる

ʮ知ࡒϏδωスධ価書ʯを活用して、取引先企業
の知ܙやを中心とした経営資ݯを理解し、
ซせて࡞されるʮ知ࡒϏδωスఏ案書ʯをࢀ
点からఏ案支援を行う。このࢹ活用のࡒに知ߟ
活動により、取引先企業のক来ߏの実現や経
営課題の解決にܨげることが期待されている。

出యɿ特許ிʮ知ࡒ金融パンϑϨットʯ

　特許ிがฏ 26 年度に地域金融機関向けに
知ࡒ金融促進事業を࢝め、令和３年度には信用
保証協会が対に加された。これまでに 21�

機関をえる金融機関等にʮ知ࡒϏδωスධ価
書ʯ及びʮ知ࡒϏδωスఏ案書ʯをఏڙし、金
融機関等による中小企業者等への経営支援や融
資等に活用されている。

ᶃ　知ࡒϏδωスධ価書
　地域金融機関の保༗する取引先企業の会社֓
要、ࡒ務状況、知֓ࡒ況等の情報に֎෦ڥ
ੳ等を加え、ห理࢜等が知的ࡒ産活用の見地か
ら知ࡒϏδωスධ価書としてまとめ、知的ࡒ産
の価・ධ価を見える化する。知ࡒධ価には専
的な知見やੳスΩルが必要であるが、地域

出యɿ特許ிʮ知ࡒ金融パンϑϨットʯ
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ʢ̎ʣۚࡒ༥ଅਐۀࣄऔΓΈͷܦҢ
　令和３年９月２日全国信用保証協会連合会よ
り令和３年度から知ࡒ金融促進事業の対に信
用保証協会が加されたと通知を受けた。
　また、令和３年９月 1� 日知ࡒ金融促進事業
の༗ࣝ者委員会の࠲長であるਆށ大ֶ経済経営
तからʮ取引先支援におڭ所長のՈ信善ڀݚ
いて知的ࡒ産のϊウϋウを協会としてにつけ
るのによい機会です。信用保証協会にとっても
プラスになることは多いと思います。ʯと紹介
を受けた。
　そこで当協会では取引先企業への経営支援の
一として、知的ࡒ産を活用した経営支援を開

金融促進事業へ当協会の支援先２社ࡒし、知࢝
を応ืし、࠾された。

ʢ̏ʣ̍ྫࣄʹ͍ͭͯ
ᶃ　事ྫ１の֓要
　株ࣜ会社̖（代表̗）
　̖社は各種ࠝแ・緩ি材の開発、、ൢച
業を営み、代表̗をච頭に高度でॊೈなٕज़力
により、自社特許を取ಘしていた。ա去に取引
先企業とのトラϒルからٻঈݖ先となり、ڀݚ
開発のための資金ௐୡや特許を活かしたൢ࿏開
が自社だけでは難しい状況にあった。
　代表者̗から回ऩ୲当者に相ஊがあり、ݕ౼
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ʮ令和３年11月４日知ࡒ金融促進事業に応ื申
ʯ

　・会社֓要、ࡒ務状況、知֓ࡒ況をまとめる。
ʮ令和３年11月1�日 ʯ࠾
ʮ令和３年12月９日第１回オンラインଧち合わせʯ
等࢜加者ɿ当協会、ห理ࢀ・　
　・全ମスέδϡールの確認。
　・当協会が̖社のج本情報と保༗する特許ٕ

ज़の֓要を説明。
　・なͥ今回申ࠐを行ったのか、中小企業支援

機関として̖社への支援࢟勢についてώ
アリンάを受ける。

　・高いٕज़力がある一方、ൢ࿏開に課題が
あり、本事業を通じて保༗ٕज़を再ධ価し
てもらい、現ࡏの運ૹ用ࠝแにݶらͣ、ଞ
野もؚめ、新たなൢ࿏開に向けたώン
トをಘたいことを強ௐ。

ʮ令和３年12月22日第２回オンラインଧち合わせʯ
等࢜加者ɿ̖社、当協会、ห理ࢀ・　
　・̖社が自社のج本情報と特許ٕज़のৄࡉを

説明。
　・な̖ͥ社（代表̗）が高いٕज़を༗してい

るのか、設立からのྺ࢙的なഎܠも踏まえ
時間をかけてώアリンάを行う。

　・一ൠ的な緩ি材（プチプチ）とのҧいや強
度が高く、用్に合わせܗ状変ߋՄ等の
ࠩผ要ૉを確認する。

　・現時点の̖社（代表̗）の経営方針、ൢ࿏
開先としてߟえていること、実ࡍにಇき
かけていること、取引先企業からのධ価等
をώアリンάする。現ࡏは༌ૹ用ध要が多
いが、̖社としてはݻ༗業界にݶらͣ積ۃ
的に事業展開していきたい方針をڞ༗。

　・ੜ産ロットや営業力の見地から、ফඅ者向
けよりも産業向け業を重ࢹし
たいとの意向を確認した。

ʮ令和４年１月27日 知ࡒϏδωスධ価書受ྖʯ
　・ࠝแྖ域ではʮ野ࡊ・果実ʯ（拡ൢྖ域）、
　　ʮੜՖ・ു২えʯ（χッチ市）がީ補。
　・特許のࢹ点では、ʮҩྍ補ॿ的な活用ʯʮෳ

状のׂれʯʮυローンૹ時のࠝܗなࡶ
แʯに関し、特許出願をݕ౼すき。

ʮ令和４年１月28日 全金融機関の同意により再

した結果、ٻঈݖফ໓保証のར用と知ࡒ金融促
進事業の活用を̖社へఏ案。ห理࢜等が̖社保
༗のٕज़をධ価したところ、新たにҩྍܥ市
等へのൢ࿏開を目ࢦすこととなった。
　知ࡒ金融促進事業ऴྃ後は、ห理࢜等のॿ言
や中小企業支援機関の連携により、ൢ࿏開に
向けた４機関の支援ମ制（当協会、̘ 信用金ݿ、
੩Ԭ県産業振興ஂࡒ（以下、ʮ産業振興ஂࡒʯ
という。）、ϑΝルϚόϨーηンター（以下、ʮϑΝ
ルϚʯという。））をߏஙし、現ࡏ、型支援
を実施している。
　今後、知ࡒ総合支援૭ޱとの連携協定を活用
し、知ࡒ総合支援૭ޱをؚめたチーϜで、経営
支援を進めていく予定である。
ᶄ　経Ң
ʮ知ࡒ金融促進事業に応ืする前の状況ʯ

ฏ 25 年 12 月
取引先企業と機ցೲ入トラϒルからૌ
ুに発展。

ฏ 27 年 1� 月
取引先企業から༬金ࠩԡされたことに
い代Ґห済。
取引先企業とのࡋは、高ࡋにて̖社
がউૌ決。
代Ґห済以降、役員報ुをݮする等
の経営力により、事業ܧ続、誠実な
返済をܧ続。

令和３年４月
回ऩ୲当者に相ஊがあり、経営支援෦、
債ݖ管理෦において連携してݕ౼した
結果、ٻঈݖফ໓保証のج準をຬたす
ことから金融正常化を目ࢦした。

令和３年５月
支援୲当者が当社を๚し代表̗
と໘ஊ。事業拡大への強い意ཉと、̖
社がෳの特許を保༗し、高いٕज़力
を༗することを認ࣝ。

令和３年９月
੩Ԭ県中小企業再ੜ支援協議会の関༩
により、金融正常化を目ࢦす再ੜ計画
策定にணख。
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ੜ計画立ʯ
ʮ令和４年２月̔日第３回オンラインଧち合わせʯ
等࢜加者ɿ̖社、当協会、ห理ࢀ・　
　・ห理࢜等よりϏδωスධ価書の説明を受け

る。ै来と異なる用్として、ʮՖ・ു২
えʯ、ʮປʯ、ʮҩྍʯ、ʮ૭ʯをΩーワーυと
してڍげる。これを受け̖社からʮա去に

ʰҩྍ野 向ɦけにh 保ྫྷປ のɦ開発を行っ
たことがある。̖社のࠝแٕज़はさまざま
なԹ度に対応できるので、ྫえҩༀの
ࠝแ・ૹにも活かせるのではないかʯと、
これまでにない情報が出てくる。このஈ֊
で当協会ではϑΝルϚとの連携をࢹ野に
入れ࢝める。

　・ห理࢜等が 4805 ੳ、３̘ੳを行い、
Ϗδωスσβインγートを用い、今後の事
業ઓུを理していく方針をఏ示。

ʮ令和４年２月17日 Ϗδωスఏ案書のに先
立ち、̖社と当協会でϑΝルϚを๚ʯ

　・Ϗδωスධ価書をϑΝルϚに示しながら̖
社保༗ٕज़の説明や、ҩྍ野において̖
社ٕज़力がఏڙできるՄ性を説明。ϑΝ
ルϚは̖社のʮ保ྫྷປʯとҩༀのࠝแٕ
ज़に関心を࣋ち、今後ϑΝルϚがదٓ情報
ఏڙを行うこととなった（その後、̖社と
ϑΝルϚとの間で回のϝールのやり取
りがあった）。その後、令和４年４月 1� 日
ϑΝルϚが̖社を๚しを見ֶ。ϑΝ
ルϚが関༩するҩྍ野の展示会やϚッ
チンά情報を̖社にదٓఏڙすることと
なった。

ʮ令和４年２月18日 当協会単ಠで産業振興ஂࡒ
を๚ʯ

　・連携支援のՄ性をࡧ。産業振興ஂࡒで
もա去に̖社から相ஊがあったことが
明。産業振興ஂࡒでもൢ࿏開を中心に̖
社にできる支援を改めてݕ౼していくこ
とになった。

　・知ࡒϏδωスఏ案書発表会へのオンライン
。加を要ࢀ

　・当協会からห理࢜等へ今後の連携支援先と
して、ϑΝルϚ、産業振興ஂࡒを入れるこ
とを要。

ʮ令和４年２月2�日 ̘信用金ݿがٻঈݖফ໓保
証を実行ʯ

　・加えて、今後の資金繰りをྀߟし、̘信用
金ݿにて保証増加運స資金を実行。

ʮ令和４年３月16日 知ࡒϏδωスఏ案書受ྖ、
同日オンライン発表会ʯ

産業、ݿ加者ɿ̖社、当協会、̘信用金ࢀ・　
振興ஂࡒ、ห理࢜等

　・ห理࢜等が経営σβインγートを用いて今
後の全ମઓུを説明。

　・保༗知ࡒをؚめた内෦資ݯの状況からҩྍ
の市等新たなൢ࿏開もेՄでܥ
あることをఏ示。

ᶅ　今後のൢ࿏開に向けて
　̖社の営業力がऑいため、当協会、̘信用金
ϑΝルϚ等の中小企業支援、ஂࡒ産業振興、ݿ
機関が連携し、ݸผのϚッチンάやஊ会、展
示会の情報ఏڙ等、当社を後ԡしする方針をڞ
༗、今後、知ࡒ総合支援૭ޱとの連携協定を活
用し、知ࡒ総合支援૭ޱをؚめ、５機関で経営
支援を進めていく予定である。

̖ࣾʢද̗ʣɺ協会ɺ̘信用ۚݿɺหཧ࢜ͱ
ࡒϏδωεఏҊॻͷΦϯϥΠϯൃද会ͷ༷ࢠ

ʢ̐ʣ̎ྫࣄʹ͍ͭͯ
ᶃ　事ྫ２の֓要
　株ࣜ会社̙（代表̚）
　̙社はࢴ業界向けのੜ産用機ցث۩業
を営み、特許を多取ಘするなど高いٕज़力を
つ。近年ではٕज़力を応用したʮηルロース࣋
ナϊϑΝイόー（以下、ʮ$/'ʯという。）を
൚用価格でྔ産Մにするੜ産ٕज़のڀݚ開
発ʯにより経済産業লのઓུ的ج൫ٕज़行動化
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　・知ࡒϏδωスධ価書・ఏ案書の内容につい
て議論し、イϝーδをڞ༗。

ʮ令和３年12月22日第２回オンラインଧち合わせʯ
ห理、ݿ加者ɿ̙社、当協会、̛信用金ࢀ・　

等࢜
　・当社ݻ༗のٕज़や特許、αϙイン事業の内

容等を中心にώアリンάを行う。
ʮ令和４年１月1�日 知ࡒϏδωスධ価書受ྖʯ
　・ʮຎࡲ材ʯ、ʮٵԻ材ʯ、ʮタイϠʯ野が新

たな市先ީ補になりಘる。
　・ʮ電用ηパϨータʯ野へのൢ࿏拡大の

。続ܧ
　・リϑΝイナー（パルプの離解、ୟ解（こう

かい）、ਫ਼等のॲ理を連続的に行う機ց
のこと）を用いた $/' の特許化をૣ
急に行うき。

ʮ令和４年２月４日第３回オンラインଧち合わせʯ
等࢜ห理、ݿ加者ɿ当協会、̛信用金ࢀ・　
　・知ࡒϏδωスධ価書の内容を踏まえ、どのよ

うなϑϨーϜワークを活用しながら知ࡒϏδ
ωスఏ案書を࡞していくかについて議論。

ʮ令和４年２月17日第４回オンラインଧち合わせʯ
ห理、ݿ加者ɿ̙社、当協会、̛信用金ࢀ・　

等࢜
　・当社の今後目ࢦすき࢟をώアリンάし、

αϙイン事業や $/' 事業、知ࡒ関連等に
て活用できる施策、૭ޱなどを紹介。

ʮ令和４年３月17日 知ࡒϏδωスఏ案書受ྖʯ
　・経営σβインγートを用いて今後の全ମઓ

ུを説明。
　・当໘ $/' の開発事業に注力、$/' 事業に

画している実をࢀ )1 等で積ۃ的に 13
していく。

ᶅ　今後のൢ࿏開に向けて
　当協会、̛信用金ݿとも協力し、知ࡒ総合支
援૭ޱを通じたʮ加速的支援事業（αϙイン事
業࠾企業に対し、知ࡒ総合支援૭ޱが創設
した新たな支援事業）ʯ等の型支援や $/'
による産業振興に力を入れている੩Ԭ県との
連携をࡧ中である。

支援事業（以下、ʮαϙイン事業ʯという。）に
も࠾されていた。しかしながら、ط存ٕज़
を活かした新たな市開をݕ౼していたもの
の、自社のみでは難しい状況であった。
　このような中、当協会の支援୲当者が知ࡒ金
融促進事業の活用をఏ案し、取り組みが開࢝さ
れた。自社ٕज़と新たな市開のՄ性につ
いてห理࢜等がධ価した結果、自社の࣋つ高い
ٕज़力に係る特許化のૣ期ணख、ʮຎࡲ材ʯ、ʮٵ
Ի材ʯ、ʮタイϠʯ市等の新たなൢ࿏の開を
目ࢦすこと等のఏ案を受ける。
　知ࡒ金融促進事業ऴྃ後は、知ࡒ総合支援૭
に関するプッγϡ型支ݖ産ࡒと連携し、知的ޱ
援（中小企業者等の要を待たͣに、支援をࠩ
し৳る）に加え、新たな市進出に係る
型支援を̛信用金ݿと連携して進めていく予定
である。
ᶄ　経Ң
ʮ知ࡒ金融促進事業に応ืする前の状況ʯ

　ฏ 27 年４月
　　経営改善計画同意、アクγϣンプラン等

を策定。
　ฏ 3� 年９月

経営改善計画のϞχタリンάऴྃ、以後、
アクγϣンプランのϑΥローアップ、資
金繰り確認等をܧ続。

　令和３年６月
経済産業লのαϙイン事業࠾、代表者
༬金と༡ٳෆ動産ച٫によりआ入金ѹ
縮を実施。

ʮ令和３年1�月1�日 知ࡒ金融促進事業に応ื
申ʯ

　・会社֓要、ࡒ務状況、知֓ࡒ況をまとめる。
ʮ令和３年1�月27日 ʯ࠾
ʮ令和３年12月９日第１回オンラインଧち合わ

せʯ
等࢜ห理、ݿ加者ɿ当協会、̛信用金ࢀ・　
　・知ࡒ金融促進事業を通じて、当協会と金融

機関がどのような支援を進めるߏなの
かを議論。
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ྩ݄̐̐��協会ͱࡒ૯合ࢧԉ૭ޱͷ
แׅ連ܞ協ఆௐҹࣜͷ༷ࢠ

��ɽൃలͨ͠औΓΈʹ͍ͭͯ

ʢ̍ʣࡒ૯合ࢧԉ૭ޱͱͷแׅ連ܞ協ఆ
　知ࡒ金融促進事業に取り組む中で、知的ࡒ産
にண目した本業支援の༗効性を認ࣝしていたݖ
ところに知ࡒ総合支援૭ޱと県内の信用金ݿと
の連携が発表され、知ࡒ総合支援૭ޱの存ࡏを
認ࣝした。
　令和４年４月 18 日当協会と知ࡒ総合支援૭
はแ括連携協定をక結した。コロナ禍の厳しޱ
い状況下にある中小企業者等に対し、連携して
中小企業者等の事業への深ງりを行い、特許や
ϒランυなどの知的ࡒ産ݖの活用について情報
ఏڙやॿ言を行う。このような深化した経営支
援を行うことで、੩Ԭ県内の経済活性化にܨげ
ていく。

แ括連携協定の内容
　・知的ࡒ産に関する課題を๊える中小企業

者等への支援制度を紹介。
　・相互のݚम及びηϛナーへの講ࢣݣ。
　・中小企業者等における知的ࡒ産ݖの取ಘ

や༗効活用に関する情報ఏڙ、ॿ言及び
支援。

　・知的ࡒ産のී及を目的とするイϕント開催。

ʢ̎ʣ͓ΘΓʹ
　これまで見てきたように、知ࡒ金融促進事業
に取り組むことで知ࡒධ価とห理࢜等のॊೈな
発により、୲当者では気がつかなかった新た
なൢ࿏開等、りޱが見えてきた。知ࡒϏδ
ωスධ価書・ఏ案書で、今後の必要な取り組み
や向かうき方針がਤ示や見える化されること
により、連携する中小企業支援機関が同じ方向
性をもって支援ができることがかった。知ࡒ
Ϗδωスධ価書・ఏ案書は自社の保༗ٕज़を
的に説明する営業πールとなる等、活用の໘
はく、ඇ常に༗効である。
　今後、当協会は中小企業断࢜等の専Ոݣ
に加え、知的ࡒ産のりޱを通じた経営支援等経
営課題に応じた各種支援策のఏ案を行っていく。
そのためにも当協会がϋϒ的な役ׂを果たし、
中小企業支援機関と連携して企業実態に合わせ
てదな支援策をコーσΟωートしていく。
　なお、令和４年５月 1� 日、特許ி長から
当協会は知ࡒ金融促進事業のී及にد༩したと
して感謝状をいただいた。
　加えて、令和４年̓月̓日、地元の新聞に事
ྫ２̙社の取り組みがʮ企業の知ࡒ保ޢ ۩ମ
策はʯʮ県内機関は連携加速ʯという見出しで
報ಓされ、認知度も高まっている。
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